
 

国土強靱化 民間の取組事例 386  初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 01 社員に対する教育・啓発・訓練を行う 

386 水害に備えるボート訓練 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

いちい信用金庫 
【平成 29 年】 

3180005009479  その他事業者 
【金融業，保険業】 

愛知県 

 いちい信用金庫は南海トラフ地震や豪雨による浸水想定地区

内の一部の店舗が浸水被害により孤立する場合があると想定

されることから、水害用ゴムボートを水害により孤立する可

能性のある店舗に災害備蓄品として配備した。 

 平成 27 年 9 月には、スポーツセンターやゴムボートのメーカ

ーの協力を得て、ボートの組み立て方や漕ぎ方等の操作訓練

を実施し、10 店舗 71 名の職員が参加した。 

 訓練では、職員が緊急時のボートの漕ぎ方訓練として店舗対

抗ボート競走を行い、一刻を争う避難を想定したボート漕ぎを

体験した。いざ競走をすると、スタート直後からボートが回ってしまい、全くボートが進まない店

舗が続出した。講師から「必死になって、全力でボートを漕いだ場合、左右の漕ぎ手のわずかなタ

イミングのずれにより、推進力が左右に逃げてボートが回転してしまう」とのアドバイスを受けた。

職員は競走等を通じて、緊急時の実践能力向上を進めている。 

 

▲ボート操作訓練の様子 


